
こ
の
間
、
三
年
振
り
で
神
戸
を
訪
れ
た
。
妻
と
。
ち
ょ
っ
と
筒
井
康
隆
さ
ん
に
用
が
あ

っ
た
。
﹇
初
め
て
逢
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
せ
ん
ね
」
筒
井
さ
ん
の
開
口
一
番
の
挨
拶
が

こ
う
だ
っ
た
。
筒
井
さ
ん
と
は
全
く
こ
の
時
が
初
対
面
だ
っ
た
。
筒
井
さ
ん
が
神
戸
に
移

ら
れ
た
こ
と
を
知
っ
た
時
、
ぼ
く
は
少
な
か
ら
ず
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。
流
行
り
の
言
葉

で
い
え
ば
「
湖
ん
で
る
／
、
」
と
で
も
い
う
よ
う
な
。
東
京
を
去
る
と
い
う
こ
と
は
一
種
の

英
雄
的
行
為
な
の
で
あ
る
、
と
ぼ
く
は
思
っ
て
い
る
。

東
京
か
ら
神
戸
へ
１
．
こ
の
こ
と
は
Ｓ
Ｆ
的
惹
の
だ
。
と
い
う
よ
り
筒
井
康
隆
的
蔭

の
だ
。
ぼ
く
が
や
ろ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
筒
井
さ
ん
が
い
と
も
簡
単
に
や
つ
で
の
け
た
。

こ
う
い
う
こ
と
は
最
初
に
や
っ
た
奴
が
勝
ち
な
の
で
あ
る
。
筒
井
さ
ん
の
行
動
は
社
会
的

現
象
と
し
て
新
聞
の
社
会
面
の
ト
ッ
プ
に
報
道
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
質
の
ニ
ュ
ー
ス

だ
っ
た
。
で
も
こ
の
こ
と
に
気
が
つ
か
な
い
連
中
が
多
す
ぎ
る
。
そ
う
、
東
京
は
す
で
に

ま
と
も
な
神
経
を
持
っ
た
人
間
の
住
む
と
こ
ろ
じ
ゃ
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
二
番
煎
じ
は

い
や
だ
か
ら
、
い
っ
そ
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
へ
で
も
と
思
っ
て
い
る
の
だ
が
。

そ
れ
に
し
て
も
、
筒
井
さ
ん
と
一
緒
に
食
っ
た
生
造
り
の
鯛
が
跳
ね
た
の
に
は
、
驚
い

た
ね
。 イ

メ
ー
ジ
の
神
戸
編
横
尾
忠
則

よ
『
」
お
た
だ
の
り

一
九
三
六
年
兵
庫
県
西
脇
市
に
生
ま
れ
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
、
ハ
ン
プ
ル
グ
エ
芸

美
術
館
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
立
美
術
館
な
ど
で
個

展
間
脳
。
六
九
年
パ
リ
青
年
ピ
エ
ン
ナ
ー
レ
展
版
画

部
門
大
賞
、
プ
ル
ー
ノ
国
際
グ
ラ
ブ
ィ
ッ
ク
ア
ー
ト

ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
展
銀
賞
ほ
か
多
数
受
賞
。

著
香
に
「
イ
ン
ド
へ
」
（
文
芸
春
秋
社
）
、
「
方
舟
か

ら
一
羽
の
鳩
が
」
「
我
が
坐
禅
修
行
記
」
言
○
・
も
。
切

司
同
詞
切
○
司
司
沖
ご
幹
ｚ
○
国
員
ｏ
詞
。
。
」
（
鱗
談
社
）

な
ど
が
あ
る
。

〈
ア
ー
チ
ス
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ｌ
熱
雌
謹
織
蓮
卿
〉
旧
ア
ン
タ
ッ
キ
ー
邸

、

ｌ
熱
雌
謹
織
蓮
卿
〉
旧
ア
ン
タ
ッ
キ
ー
邸

ト
イ
タ
リ
ア
の
ビ
ィ
ラ
（
別
荘
）
建
築
を
思
わ
せ
る
こ
の
建
物
は
海
に
面
し
て
広
い

テ
ラ
ス
、
二
階
の
窓
に
は
バ
ル
コ
ニ
ー
を
持
ち
明
石
海
峡
を
望
む
海
ぎ
わ
に
建
っ
て

い
る
。ア

ラ
ブ
系
の
貿
易
商
、
ア
ン
タ
ッ
キ
ー
と
い
う
人
が
住
ん
だ
と
い
わ
れ
る
が
、
後

々
に
外
壁
に
ペ
ン
キ
が
ふ
き
つ
け
ら
れ
た
た
め
い
つ
の
こ
ろ
か
ら
か
地
元
の
人
々
か

ら
ピ
ン
ク
の
館
と
呼
ば
れ
る
よ
う
隅
な
っ
た
。
様
式
主
義
を
重
ん
じ
一
、
二
階
の
外

壁
に
は
唐
草
文
様
の
レ
リ
ー
フ
、
コ
リ
ン
ト
式
の
柱
頭
飾
の
あ
る
円
柱
を
も
つ
玄
関

の
柵
間
に
は
（
建
築
主
の
好
み
か
？
）
日
本
的
モ
チ
ー
フ
の
色
鮮
や
か
な
帆
船
の
ス

テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
入
っ
て
い
た
り
し
て
、
内
部
と
も
ど
も
手
の
こ
ん
だ
意
匠
が
見
ら

れ
る
。
大
正
末
か
昭
和
初
期
に
建
造
さ
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
旧
ア
ン
タ
ッ
キ
ー
邸
も

現
在
は
ユ
ニ
ー
ク
な
活
用
が
な
さ
れ
て
い
る
。
一
階
は
建
築
事
務
所
、
二
階
は
ギ
ャ

ラ
リ
ー
、
住
居
と
し
て
、
貴
重
な
異
人
館
を
維
持
し
て
い
る
が
ご
多
聞
に
も
れ
ず
ま

と
も
に
受
け
る
潮
風
と
の
戦
い
で
、
南
面
の
荒
れ
方
が
著
し
い
の
が
残
念
で
あ
る
。

イ
タ
リ
ア
の
ビ
ィ
ラ
（
別
荘
）
建
築
を
思
わ
せ
る
こ
の
建
物
は
海
に
面
し
て
広
い

テ
ラ
ス
、
二
階
の
窓
に
は
バ
ル
コ
ニ
ー
を
持
ち
明
石
海
峡
を
望
む
海
ぎ
わ
に
建
っ
て

い
る
。ア

ラ
ブ
系
の
貿
易
商
、
ア
ン
タ
ッ
キ
ー
と
い
う
人
が
住
ん
だ
と
い
わ
れ
る
が
、
後

々
に
外
壁
に
ペ
ン
キ
が
ふ
き
つ
け
ら
れ
た
た
め
い
つ
の
こ
ろ
か
ら
か
地
元
の
人
々
か

ら
ピ
ン
ク
の
館
と
呼
ば
れ
る
よ
う
隅
な
っ
た
。
様
式
主
義
を
重
ん
じ
一
、
一
一
階
の
外
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合●さんプラザ案内所( 3 Ｆ) 壷0 7 8 ( 3 9 1 ) 6 6 9 6 ㈹
せ〒6 5 O 神戸市生田区三宮町１ｒ｢ 1 さんプラザ3 Ｆ
■売主/ 星禾ﾛ 住宅㈱星禾ﾛ 地所㈱
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誼面罵公=≦:障唾４

鞭 輪M''''''''''m、

且 割貯
システムキツチンをセットしたＤＫ・２槽流し台。調理台｡ 戸棚などデザイン､ 色調の統
一されたシステムキッチンのあるＤＫ･ 全戸に整理が行きとどく床下収納庫・機能的でセンスのいい造り付
けのハッチのあるタイプ
本床．地袋のついた和室｡ 落ちついた雰囲気をかもし出す内障子･ ぬれ縁広縁､ 腰窓､ 書
院、堀りごたつのある和室も・絞り丸太を床柱に使った本床のある和室●格調と風情を高める緊楽壁

、

機能性にゆとりをプラスしたサニタリー・豪華で大きな造り付けの化粧台。2階にもトイレをつけた便利な設計･洗濯･脱衣の動作が
ムリなくできる広い洗面・脱衣室･保温効果の高いステンレスバス（２人用）を据えた明るく清潔な浴室
選ばれた住まいにふさわしい外まわり。デザｲﾝに工夫を凝らしたﾌｪ ﾝ ｽや崩れ石積の外椴･格子戸の付いた純日本風の冠木門・
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土地付分譲住宅』Ｌ

建物面積平均1 3 0 ㎡
マントルピースのあるリビング
・シャンデリアがよく似合うセンターリングのあるリビング。明るく、おしゃれなＬ型の出窓があるタイプ
●2 4 帖大の広いＬＤＫ●ピアノ置場の床補強も
吹抜け・らせん階段のある玄関ホール
・住まいの顔にふさわしく、広くて上品な玄関０坪庭もある、しっとりと落ちついた純和風も
ホビールームにもなる天窓つき納戸
・大きな家具の収納に便利な天窓のある広い納戸、趣味の部屋としても使えます
・物入れ、押入れなど収納スペースたっぷりのタイプも
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目
次
作
品
・
山
口
牧
生

こ
れ
は
神
戸
を
愛
す
る
人
々
の
雑
誌
で
す

あ
な
た
の
く
ら
し
に
楽
し
い
夢
を
お
く
る

神
戸
を
訪
れ
る
人
に
は
や
さ
し
い
道
し
る
べ

こ
れ
は
神
戸
っ
子
の
手
帖
で
す

－

hP，

表
紙
／
小
磯
良
平

セ
カ
ン
ド
カ
バ
ー
ノ
西
村
功
「
僕
の
見
た
パ
リ
・
そ
の
８
」

ｇ
神
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っ
子
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友
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／
南
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ベ
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ね
て

“
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
国
際
文
化
都
市
神
戸
を
考
え
員
一
四

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
づ
く
り
に
期
待
さ
れ
る
Ｋ
・
Ｆ
．
Ｓ
パ
ワ
ー

屯
原
武
志
ノ
米
田
博
司
／
伊
藤
邦
生
／
浦
野
敏
彦
／
藤
本
ハ
ル
ミ
ノ
大
西
節
子

印
経
済
ボ
ケ
ソ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル

馴
技
術
ジ
ャ
ー
ナ
ル
随
／
諸
岡
博
熊

盟
座
談
会
／
神
戸
に
演
劇
の
土
壌
づ
く
り
を

荒
本
孝
一
／
小
松
八
重
子
／
松
尾
忠
雄
ノ
神
崎
由
美
子
／
浅
川
斗
志
夫

小
倉
啓
子

特
眼
集
神
戸
の
イ
ン
テ
リ
ア

毎
座
談
会
ノ
神
戸
の
家
具
新
し
い
芽
ば
え
に

水
谷
頴
介
／
吉
田
稔
郎
／
高
月
昭
子
／
永
田
良
一
郎
／
吉
田
俊
夫
／
高
野
敬
朗

ノ
羽
場
光
度

唾
神
戸
の
オ
リ
シ
ナ
ル
家
具
こ
の
一
品
〉

能
座
談
会
／
魔
女
も
恋
す
る
北
野
町

三
浦
明
定
／
若
山
晴
洋
／
菊
地
吉
弘
〆
清
藤
雅
生
ノ
大
里
最
世
子
／
前
川
清
明

加
Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｋ
Ｔ
ｏ
Ｗ
Ｎ
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
エ
ッ
セ
イ

畑
マ
ス
子
／
中
谷
衣
里
／
竹
中
紀
子
／
春
川
和
子

布
六
○
ｍ
ｍ
「
ア
画
工
一
○
三
ｍ
、
○
弐

躯
ア
ン
ド
＆
神
戸
ノ
ー
加
西
村
功

鯛
ｚ
ｍ
こ
、
三
○
口
、
ご
ア
コ
。
工
、
三
・
８
ノ
綴
原
順
子

柵
神
戸
の
催
し
物
ご
実
内
８
月

Ⅲ
ノ
コ
の
華
麗
な
る
挑
戦
応
ノ
バ
タ
ヤ
ン
丸
同
乗
記
／
小
山
乃
里
子

Ⅲ
動
物
園
飼
育
日
記
川
．
／
亀
井
一
成

棚
神
戸
の
集
い
か
ら

肺
神
戸
を
福
祉
の
町
に
釘
ノ
橋
本
明

凹
話
題
の
ひ
ろ
ぱ
ノ
ネ
オ
ト
ロ
ピ
カ
ル
神
戸
パ
ー
テ
ィ
ノ
甲
南
学
園
調
堂
新
築

剛
Ｋ
Ｆ
Ｓ
｜
｜
ユ
ー
ス

剛
か
わ
い
そ
う
な
ア
リ
ス
釦
岡
田
涼

剛
私
の
映
画
手
帖
８
ノ
淀
川
長
治

剛
ぴ
っ
と
い
ん

鵬
神
戸
百
店
会
だ
よ
り

剛
ボ
ケ
ソ
ト
シ
ャ
ー
ナ
ル

Ⅷ
連
載
小
説
姥
捨
て
８
（
第
二
回
神
戸
文
学
賞
受
賞
作
品
）

臭
野
忠
昭
／
え
．
犬
童
徹

剛
連
載
小
説
生
活
８
（
第
二
回
神
戸
文
学
賞
受
賞
作
品
）

吉
峰
正
人
／
え
・
榎
忠

剛
ト
ー
ク
＆
ト
ー
ク
・
ト
ラ
ベ
ル
コ
ー
ナ
ー

Ⅲ
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
ア
ベ
ニ
ュ
ー
「
Ｑ
」
ノ
新
井
満
，
石
阪
春
生

刑
海
船
港
イ
ー
ス
タ
ン
・
メ
チ
ュ
ア
号

カ
メ
ラ
・
米
田
定
蔵
藤
原
保
之
Ｉ
橋
本
英
男
／
刃
金
和
夫
／
速
水
亨
／
吉
岡
和
代
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会場には「善意の基金箱」
や来場のお客様に寄附を「
た基金は社会福祉施設に予

ノ

／

主催ラジオ関西月刊神戸っ子

カラオケ発祥地神戸の街にふさわしく、各界で活躍の人たちが自慢の
のどを競いあう真夏の夜の宴を開催します。ふだんは聞けない人の歌
しかもムードたっぷり、歌唱力びっくり、驚きと笑いとにつつまれた
音楽性豊かなパーティです。

、

「
」

ラジオ関西では、この夜の模様を収録し、８月６日（日）
ヨル９時1 5 分より4 5 分間番組として放送いたします。

」を設け、出演者
呼びかけて集まつ
寄贈いたします。

■審査員
小曽根実小曽根実新井満岡田美代
松井政和小泉康夫
■司会
小山乃里子

ａ出演
石阪春生丘
重森守た力
中西勝春オ

丘あっし佐藤廉
かはしもう田中美穏
木一夫望月美佐

ほか尉購蛎調、I（
場所且貝鎚ホール
会費４０００円
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）

「
戸

Ｌ
Ｌ

１ １
酌 、 ＃ へ

可

ﾛ

型
腿

則 噌
■ Ｂ 【

四 弓
章 こ 『 ・ 岬 竜 覗

啄 酔 刈 ・ 叩 蝋 ． ☆ 幣 珂 １ Ｊ 但 山 患

、_
Jy
③､
ｅ

、 式 こ り 半 。 ｕ 剤 噌 ｖ ｕ Ｙ

● ・ 聡 山 ！ 唯 い ・ て 逼 貯 凹

掛 糾 酔 鱈 謄 ・ 肇 シ 鑓 《

● 史 ぺ ・ 司 斗 ，

雷 滑 騨 掛 望 蹄

● で 司
苛 ｖ 迩 侮 則 鷺 ぞ テ ｕ 司 遁 噌 山 ｙ

● 』 て 願 と で

奇 Ｖ 逮 馳 弾 』 で 〒 到 矧 ・ 廷 ｖ 山 Ｙ

● 山 ｖ ｕ

Ｊ 剤 唾 や 山 Ｙ 、 命 ・ 電 勲 。 劃 過 食 牛 一 』 Ｉ

● 淵 加

詞 劃 ・ 蔀 シ 詔

● 。 シ 三

協 脇 “ 墓 シ 》 麺

● 髄 等 釧 吋

難 ン 謡 罫

● 掲 糾 卿

謝 制 。 Ｔ Ⅶ 『 Ｎ ｕ 剤 迄 ｖ 山 Ｙ

● 酎 覇

齢 ｒ 奇 計 替 騨 Ｓ 雨

● ｍ Ｏ ｚ ｕ 普 寸

ｕ Ｙ １ Ｙ 弗 叩 一 』 ｌ ｕ 湖 喧 哨 山 Ｙ

● 龍 ． ｕ で 過 噌 山 吋

掛 糾 牝 Ｙ 串 ． ｒ 瓢 へ Ｎ ｕ 司 噌 ｖ 皿 Ｙ

● Ⅲ 隅

､貝
－
ノ

灘
蛙
。

稗
＝

Ｉ
＝
=
口
菖
寡
呼
室

一
F
魁

j
②
八
『
、
、

覇

）

「
戸

デ ー 宙 ぞ ｕ ‐ 恥 等 斗 １ 矛 ｕ 司 哩 呼 山 ｖ

● Ｆ 両 ン の ア Ｆ Ｏ ｚ

別 野 吋 牛 営 １ 画 掌 帯 豊 郷

● 」 写 Ａ △ 川 蝉 ｖ Ｈ 』 時

噛 ｌ Ｘ Ｘ Ｙ 山 噂 叫

① ア Ｏ く ア ョ ア 四 六 Ｏ

ｎ ｏ Ｆ Ｆ ｍ Ｄ ｍ の 工 ○ で

● ○ ア ロ 乏

、 雀 」 ・ 斗 ｑ ｕ 剖 噌 砂 、 皿 Ｙ

● 叫 虹 Ｖ Ｎ ・ 却 Ｙ さ て 赴 蓉

口

、

■

識
鯵1
F妾
惣

ii謬
夢図

一 i
‐
，
、
騨
霞
雲

雪

曲

P戸
昼

ｄＶ Ｌ
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■巨匠から若手作家まで
備前陶芸展

１１／金今1 6／水

、

現代洋画具象作家
選抜展

蒸写真作品についてのお問い合わせ
は6 階美術亜廊( 内線6 5 5 ) までご辿絡
下さいませ

傘
ど
う
〉
が
選
ん
だ

S鰯催し趣
６階美術画廊

今

3. 3 ／木今9 ／水

佐
、= 〆

ｊ

／

､
Ｌ

！

岡本太郎版画展

25／金一>30／水

ａ江戸の文化の粋
肉筆浮世絵名品展
１８／金一>23／水

清水六兵衛作三彩花瓶

②
綴
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2９

ｌ
こ
の
頃
鐙
仕
事
で
お
感
じ
に
な
ら
れ
る
こ
と
は
？

鳥
居
仕
事
の
関
係
上
、
外
国
人
に
会
う
こ
と
が
多
い
の
で
す
け

ど
、
外
国
人
と
接
触
し
て
つ
く
づ
く
思
う
の
は
、
日
本
人
の
考
え

方
と
い
う
か
姿
勢
が
と
て
も
あ
い
ま
い
な
ん
で
す
ね
。
柔
軟
と
い

う
か
浪
花
節
的
と
い
う
か
、
例
え
ば
相
手
の
意
見
を
受
け
入
れ
易

い
と
い
う
性
格
を
も
っ
て
い
る
け
ど
、
本
当
に
そ
れ
を
す
べ
て
受

け
入
れ
て
い
る
か
と
い
え
ば
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
く
っ
て
、

何
と
な
く
そ
の
場
で
お
茶
を
に
ご
す
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
だ

か
ら
お
互
い
に
話
合
っ
て
も
、
例
え
ば
き
ち
っ
と
議
論
す
る
時
な

ん
か
、
我
々
と
し
て
も
い
う
べ
き
こ
と
は
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
主
張
す
べ
き
こ
と
は
は
っ
き
り
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

細
か
い
点
で
も
は
っ
き
り
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い

う
態
度
で
接
す
る
ん
だ
け
ど
、
日
本
人
同
士
だ
と
、
腹
で
も
の
を

理
解
す
る
と
か
、
腹
で
も
の
を
い
う
と
か
、
お
互
い
わ
か
っ
た
よ

う
な
顔
を
し
て
る
だ
け
。
い
い
意
味
で
の
自
己
主
張
を
持
た
な
い

と
い
け
な
い
と
こ
の
頃
感
じ
て
る
ん
で
す
。

ｌ
世
界
一
を
誇
る
神
戸
港
で
す
が
、
将
来
ど
う
変
化
し
て
い
く

ん
で
し
ょ
う
か
。

鳥
居
港
っ
て
の
は
か
っ
て
は
産
業
の
窓
口
だ
っ
た
ん
で
す
。
輸

出
入
の
ね
。
神
戸
港
は
西
日
本
の
窓
口
を
つ
と
め
た
ん
で
す
け
ど

今
は
全
然
ち
が
う
ん
で
す
。
韓
国
を
は
じ
め
東
南
ア
ジ
ア
、
台
湾
、

香
港
あ
た
り
の
中
継
基
地
に
な
っ
て
る
の
が
現
状
で
す
。
だ
か
ら

神
戸
港
は
そ
う
い
う
経
済
圏
の
母
港
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
と
ら

な
い
と
い
け
な
い
ん
で
す
ね
。
社
会
的
な
傾
向
、
輸
送
形
態
が
革

新
的
に
ど
う
な
っ
て
い
く
か
を
考
え
て
ね
、
そ
れ
ら
の
施
設
を
先

取
り
し
て
い
け
ば
、
船
会
社
と
か
貨
物
が
集
ま
っ
て
く
る
わ
け
で

す
ね
。
物
流
と
い
う
も
の
は
、
ひ
と
つ
の
流
れ
が
あ
り
、
パ
タ
ー

ン
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
う
ま
く
キ
ャ
ッ
チ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
た
け
ど
、
実
は
逆
で
ね
、
こ
れ
は
一
般
の
物
流
消
費
物

資
で
も
い
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
物
流
と
い
う
の
は
変
え

る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
す
ね
。
例
え
ば
コ
ン
テ
ナ
バ
ー
ス
を
作

れ
ば
、
船
会
社
が
そ
の
施
設
を
使
っ
て
コ
ン
テ
ナ
船
を
走
ら
そ
う

と
い
っ
た
刺
激
に
な
る
。
つ
ま
り
先
取
り
し
て
ア
イ
デ
ア
を
も
た

な
い
と
港
は
伸
び
て
い
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

☆
私
の
意
見

烏
居
幸
雄

八
神
戸
市
港
湾
局
長
Ｖ

神
戸
港
は
先
取
り

ア
イ
デ
ア
で
勝
負
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鐙な疋のファＱ２底グヨンをＦＲＥＳＨＵＰｌ

ニヨヨ添う
淳戸詣冒区温田町1台( 0 7 8 ) 8 5 1 . 2 4 4Ｍf〉

山手店三宮店熊内店宝塚店

オリエンタル
ﾚﾃﾞｨｽｸﾗﾌﾞ
会 員募集中

年会費：お－人5 . 0 0 0 円
割引：オリエンタルホテル、六甲オリエンタルホテル

での宿泊、飲食の際サービス料1 0 ％割引いたし
ます。その他いろいろの特典がございます。

特別催：随時、会員のための特別催しをいたします。

お問い合せ

オリエンタルレディスクラブ事務局
神戸市生田区京町2 ５オリエンタルホテル内
逼（０７８) ３３１－８１１１
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